
令和（元）年度

写真提示の工夫による対話の実現

教科名等
□国語　□社会　□算数/数学　□理科　□生活　□音楽　□図画工作/美術　□家庭/技術・家庭　□体育/保健体育
□特別の教科　道徳　□外国語/外国語活動　□総合的な学習の時間　□特別活動　☑自立活動　□各教科等を合わせた指導
□その他の教科　□その他（　　　　）

単元・題材名 何の写真か当てよう

授業の目標 教師が提示した画像から何の写真かを当てる活動を通して、友達と楽しさを共有しながら対話をすることができる。

学力の３要素 □「知識及び技能」　□「思考力・判断力・表現力等」　☑「主体的に学習に取り組む態度」

□通常の学級　☑通級による指導　□特別支援学級　□特別支援学校
□就学前　☑小学生　□中学生　□高校生以降
□特定されない

（　　１・２　）年　（　　４　）人

対象の障害 □視覚障害　□聴覚障害　□知的障害　□肢体不自由　□病弱・身体虚弱　□言語障害　□自閉症
□情緒障害　☑ＬＤ（学習障害）　☑ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害）　□その他

□見ること　□聞くこと　☑話すこと　□読むこと　□書くこと　□動くこと　☑コミュニケーションをすること　□気持ちを表現するこ
と
☑落ち着くこと・集中すること　□概念（時間、大きさ等）を理解すること　□学習（計算、推論等）すること　□その他

・他のことに気をとられ、集中が続かない。
・言葉で説明することに時間がかかる。
・相手の反応に気が付かず、話を続けてしまう。

Aコミュニケーション支援（☑A1意思伝達支援　□A2遠隔コミュニケーション支援）
B活動支援（□B1情報入手支援　☑B2機器操作支援　□B3時間支援）
C学習支援（□C1教科学習支援　□C2認知発達支援　□C3社会生活支援）
D実態把握支援（□D1実態把握支援）

タブレット端末を活用し，切り取った画像を次々と提示することで，集中を持続させ，また、グループで意見をまとめて
回答させることで、対話場面を引き出せるであろうと考えた。

使用した支援機器等教
材の名称と画像

・使用した支援機器：タブレット端末（Ｗｉｎｄｏｗｓ10），キーボード
・プレゼンテーションソフト：SKYMENU（スカイ株式会社）

授
業
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開

授業展開・支援の手立て

授業時数：２時間
手立て
①マーキング機能を活用して、部分的に切り取った
　画像を提示することで、児童の興味をひく。
②周りの児童と相談しながらみんなで回答させる。

効
果
・
評
価

子供の様子や変容
および授業の評価

「いい？〇〇じゃない？」と相手を意識する発言をしたり、「〇〇だよ！〇〇」と相手に伝える等、楽しさを共有しなが
ら、適切な対話をすることができた。
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活用の意図

支援機器等教材活用実践事例フォーマット

実践年度・タイトル
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学校・学部・学年・人数

子供の困難さ


